
注射部位へはアルコールやポビドンヨードを選択する（表1）�,�）。アルコールは殺菌効果の発現がポビドンヨードに

比べてすみやかで、かつ速乾性である（表2）。一方、ポビドンヨードは着色が生じて、消毒部位がよくわかるといっ

た利点がある。この他、注射部位には強力な消毒薬は不要との観点から、0.05～0.1％ベンザルコニウム塩化物も

汎用されている。なお、ポビドンヨードおよびアルコールにアレルギーを示す患者には、0.1％～0.5％クロルヘキシ

ジンや0.05～0.1％ベンザルコニウム塩化物を用いる。なお、カテーテル刺入部位や血液培養時での採血部位の消

毒には、0.5～1％クロルヘキシジンアルコールやエタノール含有ポビドンヨードのほうが望ましい。アルコールやポ

ビドンヨードに比べて、より強い消毒効果が期待できるからである。0.5～1％クロルヘキシジンアルコールでは、ク

ロルヘキシジンの持続効果に加えて、アルコールのすみやかな殺菌効果が期待できる�-�）。また、エタノール含有ポ

ビドンヨードでは、ポビドンヨードに比べてよりすみやかな乾燥化と強い殺菌効果が期待できる�）。

表3に、注射部位に使用できる消毒薬の単包製剤を示した。消毒薬の単包製剤では、清潔に扱える、持ち運びに便

利、使い残しがないなどの利点がある。一方、そのつどの開封がやや面倒なことや、コストが上昇する場合があるな

どの欠点もある。

○注射部位

＊�サスペンジョン法で行った。初発菌量は菌株Aで1.3×10�生菌数 /mL、菌株Bで2.1×10�生菌数 /mLであった（2回くり返しの平均値）。
＊�臨床分離株

表1．注射部位に用いる消毒薬

表2．メチシリン耐性黄色ブドウ球菌（MRSA）に対する消毒薬の効果＊�

消毒薬 特徴 備考

　0.05～0.1％ベンザルコニウム塩化物 　洗浄効果がある

　ポビドンヨード

　0.1～0.5％クロルヘキシジン

　アルコール（消毒用エタノール） 　速効性
　速乾性

　着色する

　持続効果を示す

・アルコールにアレルギーを示す患者にはポビド
ンヨードを使用する

・ヨードアレルギー患者にはアルコールを使用する
・アルコールおよびヨードいずれにもアレルギー

を示す患者には、0.1～0.5％クロルヘキシジン
や0.05～0.1％ベンザルコニウム塩化物を使用
する
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注射部位の消毒方法

現場でお困りの消毒方法について、山陽小野田市立 山口東京理科大学 薬学部 教授　尾家 重治先生に解説していただきました。
なお、器具・物品や消毒剤等の取り扱いにつきましては、各製品の取扱説明書等をご確認ください。
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表3．消毒薬の単包製剤

系統 成分 剤形

含浸綿，綿球，綿棒消毒用エタノール

綿球，綿棒0.5％クロルヘキシジンアルコール

綿棒，綿布1％クロルヘキシジンアルコール

綿球，綿棒，アプリケータポビドンヨード ポビドンヨード

綿球，綿棒0.025％ベンザルコニウム塩化物

綿球，綿棒0.05％クロルヘキシジン

含浸綿0.2％クロルヘキシジン

アルコール

低水準消毒薬
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